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市況動向や資金動向その他の要因等によっては、運用方針に従った運用ができない場合があります。

日本を含む世界の株式および債券に広く分散投資を行うことで、インカムゲインの獲得と信託財産の成長を図る
ことを目的として運用を行います。

ファンドの目的

＊委託会社（あおぞら投信）が組入れファンドの比率を変更することにより行います。

基準価額が一定水準達成後は安定的な債券運用に切り替え＊

※基準価額が11,500円に到達した後も運用は信託期間終了日まで継続されるため、基準価額は変動します。基準価額が11,500円に到達しての償還、買取をお約
束するものではありません。

基準価額が11,500円以上となった場合には、一定期間内で株式の実質的な組入比率を引き下げ、債券なら
びに短期金融商品等に投資する運用に切り替えることを基本とします。
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学術的研究に基づく運用
組入れファンドの運用は、学術的研究に基づく運用を実践する「ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミ
テッド」が行います。
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株式の実質的な組入比率を計画的に段階的に引き上げることで、買付時期の分散を図ります。
株式の組入比率を段階的に引き上げ＊2

※上記組入比率は概算値です。

設定当初 1年経過後
先進国株式
4％

新興国株式
1％

新興国株式 10％先進国債券 95％

先進国債券
40％

先進国株式
50％

ファンドの目的・特色 Aozora Investment Management

ファンドの特色

※上記は2017年8月16日現在予定されている組入れ投資信託証券（以下「組入れファンド」または「指定投資信託証券」ということがあります。）の一覧です。
※組入れファンドにおいて、先進国債券への投資については対円で為替ヘッジを行いますが、株式への投資については為替ヘッジを行いません。
※本ファンドはファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います（ファンド・オブ・ファンズ方式については、後記「ファンドの仕組み」をご覧ください。）。

投資信託証券を通じて日本を含む世界の株式（新興国の株式を含みます。）および債券に広く分散投資を行う
ことで、インカムゲインの獲得と信託財産の成長を図ることを目的として運用を行います。

世界の株式・債券に分散投資1

投資する外国投資信託証券
ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー　グローバル・コア・エクイティ・ファンド先進国株式

ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー　エマージング・マーケット・バリュー・ファンド新興国株式

ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー　グローバル・ショート･フィクスト・インカム・ファンド先進国債券
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あおぞら投信の2つの“くふう”
〜株式漸増（ぜんぞう）＊と安定的な債券運用への切り替え〜

（注）本ファンドの基準価額が11,500円以上となることを保証するものではありません。市況動向等によっては安定的な債券運用への切り替えを速やかに行うことがで
きない場合があります。また、市場の影響、安定的な資産に切り替わるまでの株式の価格変動の影響、または組入れファンドが速やかに売却できない場合等により、
基準価額が11,500円以上となった日の翌営業日以降（安定的な債券運用への切り替え完了後も含みます。）の基準価額が11,500円を下回る場合があります。

	 上記の一定水準（11,500円）は、あくまでも安定的な債券運用に切り替えるための価額水準であり、本ファンドの基準価額が11,500円以上にて安定的に推移する
ことを示唆あるいは保証するものではありません。

＊漸増（ぜんぞう）：段々に増やすこと。

株式の実質的な組入比率を計画的に段階的に引き上げることで、買付時期の分散を図ります。株式
漸増

グローバル株式：概ね 5％
（先進国株式：概ね4％、新興国株式：概ね1％）

先 進 国 債 券：概ね 95％

グローバル株式：概ね 60％
（先進国株式：概ね50％、新興国株式：概ね10％）

先 進 国 債 券：概ね 40％

設定当初 1年経過後

あおぞら投信が組入れファンドの比率を２つのルールに基づいて変更します。

ファンドの目的・特色

上図は本ファンドの運用の仕組みを時系列で示した概念図です。資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場
合があります。

※組入れファンドにおいて、先進国債券への投資については対円で為替ヘッジを行います。
※基準価額が11,500円に到達した後も運用は信託期間終了日まで継続されるため、基準価額は変動します。基準価額が11,500円
に到達しての償還、買取をお約束するものではありません。（注）
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基準価額（支払済の分配金（税引前）累計額は加算しません。）が一定水準（11,500円）以上となっ
た場合には、資金動向、市況動向等を勘案した一定期間内で株式の実質的な組入比率を引き下
げ、債券ならびに短期金融商品等に投資する運用に切り替えることを基本とします。

安定的な
債券運用

株式
漸増

本ファンドの信託期間は約5年（信託期間終了日：2022年9月30日）です。

安定的な債券運用（注）

先進国債券：概ね100％
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組入れファンドの運用は、ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミテッド（英国法人）が行います。ディメン
ショナルは、ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミテッドおよびその関係会社の総称です。経済分野で世
界的に著名な学識経験者がディメンショナルのコンサルタントを務めており、ディメンショナルは学術的研究を応用
した運用を実践しています。

1981年創立

運用資産残高：
4,971億米ドル（約55兆円）

従業員数：約1,100名

●ポートフォリオ・マネジメント＆トレーディング　●クライアント・サービス

ディメンショナル・ファンド・
アドバイザーズ

出所：ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ
従業員数および運用資産残高：
2017年3月31日現在、1米ドル＝111.43円で換算

組入れファンドの投資手法は、リターンを向上させる特性に着目し、分散されたポートフォリオを構築します。ディメ
ンショナルの投資哲学は、学術的調査に基づいています。

●トロント

アムステルダム
●

●シンガポール

●シドニー

●東京サンタモニカ ●

ロンドン ●バンクーバー●

メルボルン●

●ベルリン

長期的・安定的に一般的な市場インデックスを上回る収益を目指す

株　式

企業規模 相対価格 収益力

債　券

期 間 信用力

学術研究から得られた上記の特性を持つ銘柄群に着目し、投資比率を高める。

長期的に
高いリターン
が期待できる
特性に着目

組入れファンドの運用

運用プロセス

※市況動向や資金動向その他の要因等によっては、上記運用プロセスのような運用ができない場合があります。また、上記運用プロセスは変更される場合があります。
※上記は組入れファンドの運用プロセスについて、委託会社が作成したものです。

一般的なアクティブ運用　
市場全体から銘柄を選択して投資

一般的な市場インデックス（MSCI等）

ディメンショナルの投資対象

幅広い
銘柄に
分散投資

（株式運用のイメージ図）

Aozora Investment Management

※各拠点はディメンショナルのオフィス所在地です。“ディメンショナル”と記載がある場合、特定の事業体を示すも
のではなく、世界各国に展開するディメンショナルのグループ企業である Dimensional Fund Advisors LP, 
Dimensional Fund Advisors Ltd., DFA Australia Limited, Dimensional Fund Advisors Canada 
ULC, Dimensional Fund Advisors Pte. Ltd.とDimensional Japan Ltd.を指します。

●　
オースティン

●シャーロット

CC_22879980_01_ostあおぞら投信様_交付目論見書(2022.04)HP掲載用.indd   3 2022/03/28   10:34:42



4

本ファンドはファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。運用にあたってはディメンショナル・ファンド・アドバイ
ザーズ・リミテッドが運用する投資信託証券のうち、本ファンドの運用戦略を行うために必要と認められる下記の投
資信託証券を主要投資対象とします。

※上記は2017年8月16日現在予定されている指定投資信託証券の一覧です。指定投資信託証券については見直されることがあります。この場合、新たに投資信託証券
を指定したり、既に指定されていた投資信託証券を除外する場合があります。

＊損益はすべて投資家である受益者に帰属します。

購入・換金
お申込み

収益分配金
償還金
換金代金

投
資
家（
受
益
者
）

あおぞら・
新グローバル
分散ファンド

（限定追加型）
2017-09

「ぜんぞう
1709」

先進国の
株式

新興国の
株式

先進国の
債券

アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）
ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー
グローバル・コア・エクイティ・ファンド

アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）
ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー
エマージング・マーケット・バリュー・ファンド

アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）
ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー
グローバル・ショート･フィクスト・インカム・ファンド

投資

損益＊

投資

損益＊

投資

損益＊

投資

損益＊

投資

損益＊

投資

損益＊

本ファンド 投資信託証券 主な投資対象

ファンドの仕組み

●投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
●外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
●株式（指定投資信託証券を除きます。）への直接投資は行いません。
●投資信託証券および短期金融商品等以外の有価証券への直接投資は行いません。
●有価証券先物取引等のデリバティブ取引の指図ならびに有価証券の貸付、空売りおよび借入れの指図は行いま
せん。

●同一銘柄の投資信託証券への投資割合は、当該投資信託証券が一般社団法人投資信託協会の規則に定めるエ
クスポージャーがルックスルーできる状態に該当しないときは、当該投資信託証券への投資は、信託財産の純資
産総額の10％以内とします。

●一般社団法人投資信託協会の規則に定める一の者に対する株式等エクスポージャー、債券等エクスポージャー
およびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に対する比率は、原則としてそれぞれ10％、
合計で20％以内とすることとし、当該比率を超えることとなった場合には、一般社団法人投資信託協会の規則
に従い当該比率以内となるよう調整を行うこととします。

主な投資制限

原則として、年1回の決算時（毎年12月10日。同日が休業日の場合は翌営業日。）に収益分配を行います。分配対象
額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の場合
等は分配を行わない場合があります。将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。
なお、本ファンドは中長期的な信託財産の成長に資するため、収益分配金は少額に抑えることを基本とします。

ファンドの分配方針

ファンドの目的・特色
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Aozora Investment Management

組入れファンドの概要
先進国株式ファンド　　ファンド名：ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー グローバル・コア・エクイティ・ファンド
ファンド形態 アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）

投 資 目 的 中長期的な値上がり益の最大化を目指します。

主な投資対象 主に、投資可能と判断される先進国の株式に投資します。その際、割安と判断する株式や時価総額の比較的小さい小型株により比重をおきます。

主な投資制限

①先進国の主要市場で取引されている先進国の株式を主要投資対象とします。
②先進国で取引されている株式のうち、新興国の株式と判断される株式への投資割合は、原則として信託財産の資産総額の20％を超えないものとし
ます。
③リスク管理等を目的として、金融派生商品に投資することがあります。その際、為替予約取引および先物取引以外の金融派生商品の利用を目指すも
のではありません。また実質的な投資比率が資産総額の100％を超えるような取引は行いません。

運 用 報 酬 等

運用報酬：0.22％
その他の費用：受託報酬、管理事務代行報酬、保管報酬、登録・名義書換事務代行報酬、受益者サービス報酬がファンドから支払われるほか、ファンド
にかかる事務の処理等に要する諸費用（監査費用、法律顧問への報酬、印刷費用等を含みます。）が、ファンドより実費にて支払われます。また、その
他、株式等の売買委託手数料等取引に要する費用、信託財産に関する租税等もファンドの負担となります。

投資顧問会社 ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミテッド

決 算 日 毎年11月30日

新興国株式ファンド　　ファンド名：ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー エマージング・マーケット・バリュー・ファンド
ファンド形態 アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）

投 資 目 的 中長期的な値上がり益の最大化を目指します。

主な投資対象

主に、投資可能と判断される新興国（下記の投資対象国・地域リスト参照）の上場株式に投資します。その際、主に対象銘柄の時価総額と比較して資産
価値が高いと判断される割安株に着目します。加えて、投資顧問会社の判断により預託証券（ADR等）も投資対象に含めることができます。
「投資対象国・地域リスト」
ブラジル、チリ、中国、コロンビア、チェコ、エジプト、ギリシャ、ハンガリー、香港、インド、インドネシア、イスラエル、マレーシア、メキシコ、ペルー、フィリ
ピン、ポーランド、カタール、サウジアラビア、南アフリカ、韓国、台湾、タイ、トルコ、アラブ首長国連邦
※投資顧問会社は上記リストを随時見直しできるものとし、ファンドの決算報告書類においてその見直し内容を開示するものとします。

主な投資制限 リスク管理等を目的として、金融派生商品に投資することがあります。その際、為替予約取引および先物取引以外の金融派生商品の利用を目指すもの
ではありません。また実質的な投資比率が資産総額の100％を超えるような取引は行いません。

運 用 報 酬 等

運用報酬：0.41％
その他の費用：受託報酬、管理事務代行報酬、保管報酬、登録・名義書換事務代行報酬、受益者サービス報酬がファンドから支払われるほか、ファンド
にかかる事務の処理等に要する諸費用（監査費用、法律顧問への報酬、印刷費用等を含みます。）が、ファンドより実費にて支払われます。また、その
他、株式等の売買委託手数料等取引に要する費用、信託財産に関する租税等もファンドの負担となります。

投資顧問会社 ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミテッド

決 算 日 毎年11月30日

先進国債券ファンド　　ファンド名：ディメンショナル・ファンズ・ピーエルシー グローバル・ショート･フィクスト・インカム・ファンド
フ ァ ン ド 形 態 アイルランド籍外国証券投資法人（円建て）

投 資 目 的 投資元本の保全を目指しながら、金利収入獲得の最大化を目指します。

主 な 投 資 対 象 主として国債、政府機関・国際機関債や投資適格の社債などの先進国の固定金利/変動金利中短期公社債（残存年限5年以内）に為替をヘッジした上
で投資することで、為替レートの変動による影響を抑えつつ、安定した収益を目指します。

主 な 投 資 制 限

①コマーシャル・ぺーパーへの投資にあたっては、主要な格付機関においてPrime1、A1またはF1以上の発行体に投資するものとします。
②その他の公社債への投資にあたっては、主要な格付機関においてAa3またはAA-以上の発行体に投資するものとします。格付がないものについて
は、運用会社がこれらと同等以上と判断するものとします。
③リスク管理等を目的として、金融派生商品に投資することがあります。その際、為替予約取引および先物取引以外の金融派生商品の利用を目指すも
のではありません。また実質的な投資比率が資産総額の100％を超えるような取引は行いません。

運 用 報 酬 等

運用報酬：0.21％
その他の費用：受託報酬、管理事務代行報酬、保管報酬、登録・名義書換事務代行報酬、受益者サービス報酬がファンドから支払われるほか、ファンド
にかかる事務の処理等に要する諸費用（監査費用、法律顧問への報酬、印刷費用等を含みます。）が、ファンドより実費にて支払われます。また、その
他、株式等の売買委託手数料等取引に要する費用、信託財産に関する租税等もファンドの負担となります。

投 資 顧 問 会 社 ディメンショナル・ファンド・アドバイザーズ・リミテッド

決 算 日 毎年11月30日

追加的記載事項

※上記は2022年4月1日現在の組入れファンドの概要であり、今後、当該項目の内容が変更される場合があります。
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